
　超高齢化社会で担い手が不
足している現状を知り、担任の
先生から福祉の仕事の説明を
受けたことがきっかけ。高校卒
業後は地元高知で介護の仕事
をしようと決意しました。初め
ての経験で壁にぶつかること
があっても遠慮なく職場の先
輩たちに頼ってみましょう。

職場の先輩たちが
力になってくれる
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取
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２
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老
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友
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で
、人
の
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に
立
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る
仕
事
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技
術
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理
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に
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で
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全
の
研
修
体
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ら
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輩
職
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事
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介

助
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無
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持
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す
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介
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友
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設
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。
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せ
る
個
別
ケ
ア
と

先
進
の
高
齢
者
介
護

秋友 佐紀さん（出身地／高知市）

できなかったことができるようになった時、働く喜びが生まれます

□その人らしさを尊重したサービス　□状態に合わせた福祉機器の活用　□便利な立地の静かな環境
会社・仕事の魅力

　高知で
働く先輩
No.56

高知で働きたい方へ
メッセージ

高知県高知市薊野北町2-25-8　TEL／088-803-1122△

理事長／福田 善晴　

△

創業／平成13年△

従業員数／286名
HP／https://hata-dialife.jp

HPをチェック

人に寄りそい
成長できる
仕事です

あき とも      さ   き

社会福祉法人秦ダイヤライフ福祉会　
［はたダイヤライフふくしかい］
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